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世
界
の
国
内
総
生
産
の
四
割
を
占
め
る
巨
大
経

済
圏
を
つ
く
る
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

が
二
月
四
日
に
署
名
さ
れ
条
文
が
確
定
し
た
。

　

日
本
政
府
は
三
月
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
と
関
連
法

案
を
国
会
に
提
出
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉
を
担
っ

た
甘
利
明
前
経
済
再
生
担
当
相
が
金
銭
授
受
問
題

で
辞
任
し
た
り
、
大
統
領
選
を
控
え
た
米
国
の
議

会
承
認
に
不
透
明
感
が
あ
っ
た
り
と
紆
余
曲
折
は

予
想
さ
れ
る
が
、
発
効
へ
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
め
ぐ
る
国
内
農
業
へ
の
懸
念
に

対
し
、
安
倍
晋
三
首
相
は
一
月
の
施
政
方
針
演
説

で
「
ピ
ン
チ
で
は
な
く
チ
ャ
ン
ス
」「
攻
め
の
農

政
」
と
強
気
の
言
葉
を
並
べ
た
。
昨
年
、
七
千
億

円
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
農
林
水
産
物
の
輸
出

額
に
つ
い
て
、「
二
〇
年
ま
で
に
一
兆
円
に
す
る
」

と
の
目
標
を
前
倒
し
す
る
と
宣
言
し
た
。

　

日
本
の
農
業
競
争
力
の
高
さ
を
見
直
し
、
後
押

し
す
る
報
道
も
目
立
っ
て
き
た
。
二
月
五
日
の
日

本
経
済
新
聞
は
、
苫
小
牧
の
植
物
工
場
で
栽
培
さ

れ
た
一
パ
ッ
ク
七
〇
〇
円
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
人
気
を
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
植
物
工
場
を
運
営
す
る
プ
ラ
ン
ト
設
計
・
施

工
大
手
の
幹
部
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
強
い
農
業
へ
の
変

化
が
起
こ
る
」
と
力
説
し
て
い
た
。

　

日
本
の
農
産
物
が
世
界
で
評
価
さ
れ
る
の
は
喜

ば
し
い
。
た
だ
、
国
民
の
生
命
の
土
台
と
な
る
農

産
物
を
工
業
製
品
と
同
様
に
、
経
済
成
長
の
手
段

散 射 韻

だ
。

　

関
税
撤
廃
に
よ
る
農
産
物
の
輸
入
依
存
は
危
険

を
は
ら
む
。
東
京
農
大
の
谷
口
信
和
教
授
に
よ
る

と
、
メ
キ
シ
コ
は
一
九
九
四
年
発
効
の
北
米
自
由

貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
加
入
時
の
穀
物
自

給
率
が
八
〇
％
だ
っ
た
が
、
米
国
か
ら
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
流
入
で
二
〇
〇
二
年
以
降
、
六
五
％
以

下
ま
で
低
下
。
米
国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
に
回
し
た
た
め
、
主
食
の
ト

ル
テ
ィ
ー
ヤ
の
価
格
が
上
が
り
、
メ
キ
シ
コ
で
は

暴
動
が
起
こ
っ
た
。

　

米
国
は
原
油
高
に
備
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
名
目
と
し
て
い
る
が
、
本

来
の
意
図
は
違
う
よ
う
だ
。
斎
藤
利
男
氏
の
『
２

０
１
５
年
の
食
料
危
機
』
に
よ
る
と
、
農
業
で
高

い
生
産
性
を
実
現
し
た
米
国
は
「
覇
権
を
維
持
す

る
た
め
に
、
圧
倒
的
な
強
み
を
持
つ
農
業
を
使
お

う
と
意
図
し
は
じ
め
た
」。
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
米

大
統
領
の
言
葉
が
印
象
的
だ
。「
食
料
自
給
で
き

な
い
国
を
想
像
で
き
る
か
。
そ
れ
は
、
国
際
的
圧

力
と
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
国
だ
」

　

農
業
は
、
自
然
環
境
の
制
約
を
受
け
生
産
量
が

変
動
し
、
生
産
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る
。
一
度

下
が
っ
た
食
料
自
給
率
を
元
に
戻
す
の
は
難
し

い
。
い
ま
の
政
府
は
防
衛
問
題
に
は
熱
心
だ
が
、

国
民
の
生
命
を
守
る
と
い
う
意
味
で
同
等
に
重
要

な
食
料
安
全
保
障
へ
の
関
心
が
見
え
て
こ
な
い
。

＜

聖＞

と
だ
け
と
ら
え
る
風
潮
は
危
う
い
。

　
「
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
二
〇
〇
九

年
度
の
四
〇
％
か
ら
一
三
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
構
想
が
浮
上
し
た
二
〇
一
〇
年
当
時
、

農
林
水
産
省
が
示
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
影
響
試
算

は
、
安
価
な
海
外
産
の
流
入
に
対
す
る
危
機
感
を

広
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合
意
さ
れ

た
後
の
二
〇
一
五
年
十
二
月
に
内
閣
官
房
が
示
し

た
経
済
効
果
分
析
は
意
外
に
も
「
二
〇
一
四
年
度

水
準
の
三
九
％
を
維
持
で
き
る
」
だ
っ
た
。
交
渉

を
通
じ
て
主
要
な
農
産
物
の
関
税
は
守
り
、
経
営

安
定
対
策
も
講
じ
る
の
で
食
料
自
給
率
は
維
持
で

き
る

｜

と
い
う
理
屈
の
よ
う
だ
。

　

重
要
農
産
物
で
さ
え
三
割
の
品
目
の
関
税
が
撤

廃
さ
れ
、
協
定
本
則
に
「
漸
進
的
に
関
税
を
撤
廃

す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
自
給
率
が
今
後
も

維
持
さ
れ
る
と
い
う
見
立
て
は
甘
い
気
が
す
る
。

交
渉
の
結
果
「
国
益
に
か
な
う
最
善
の
結
果
」（
安

倍
首
相
）
を
得
た
と
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め

の
分
析
で
は
と
疑
い
た
く
な
る
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
他
の
先
進
国
と
比
べ
際

だ
っ
て
低
い
。
二
〇
一
一
年
の
数
字
で
カ
ナ
ダ
が

二
五
八
％
、
フ
ラ
ン
ス
が
一
二
九
％
、
米
国
が

一
二
七
％
、
比
較
的
低
い
英
国
で
も
七
二
％
だ
。

穀
物
自
給
率
は
カ
ナ
ダ
が
二
〇
二
％
、
フ
ラ
ン
ス

が
一
七
六
％
、
米
国
が
一
一
八
％
、
ド
イ
ツ
が
一

〇
三
％
で
、
日
本
は
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
三
四
カ
国
中
二
九
番
目
の
二
八
％

もう一つの安全保障


